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交絡、とりわけ継続あるいは繰り返される治療に対する時間依存性交絡に対処するために、

James Robins により構造ネストモデル（structural nested models）と周辺構造モデル（marginal 
structural models）が 1990 年前後に相次いで開発された。これらはどちらも彼の因果モデルに

基づき広範囲にわたる因果的命題に対し統一的な推測の枠組みを与えるが、本発表ではより

適用例の少ない（が、汎用性が高いと考えられる）前者を扱う。 

交絡変数 Xで条件付けた Y の（リンク関数 g(·)で変換された）平均に対する治療 A の効果

を A = a に対する潜在変数 Yaを用いて表した構造平均モデル（structural mean model） 

g{E(Ya|A = a, X)} – g{E(Ya=0|A = a, X)} = c(a, X; ) 

において、因果パラメータは通常、回帰関数 E(Y|A, X) の特定でなく傾向スコア pr(A = 1|X) 
やランダム化を通した g-推定法という手順で推定される（Shinozaki, 2016）。(A, M)という 2 時

点の「治療」に対しては、構造ネスト平均モデル（structural nested mean model） 

g{E(Ya,m|A = a, M = m, XA, XM)} – g{E(Ya,m=0|A = a, M = m, XA, XM)} = cM(a, m, XA, XM; M), 
g{E(Ya,m=0|A = a, XA)} – g{E(Ya=0,m=0|A = a, XA)} = cA(a, XA; A) 

として拡張され（XAは A 前で、XMは A-M 間で測定）、Mは M の効果を、Aは M = 0 に制御

した A の効果、つまり M を中間変数と見なした「制御された直接効果（controlled direct effect）」
を表す。ただし直接効果は M の任意の値 m に対して定まるため、任意の m での直接効果を

まとめて表した直接効果構造ネスト平均モデル（direct-effect structural nested mean model） 

g{E(Ya,m|A = a, XA)} – g{E(Ya=0,m|A = a, XA)} = c(a, m, XA; ) 

を考えると、より広い因果効果の推測が可能となる（Robins, 1999; Goetgeluk et al., 2008）。さ

らに A と M が繰り返し（k = 1,..., K）測定される場合、直接効果構造ネスト平均モデルは 

g[E{Y
 gA=(aതk,0),gM=mഥK |Aഥk = aതk,	Mഥ k–1 = mഥk–1, Xഥk}] 

– g[E{Y
 gA=ሺaതk–1,0),gM=mഥK |Aഥk = aതk,	Mഥ k–1 = mഥk–1, Xഥk}] = ck(aതk,	mഥK,	Xഥk

 
; ) 

のように一般化されるが、Shinozaki et al.（2014）では Goetgeluk et al.（2008）の方法を拡張し

て Robins（1999）と異なる g-推定量を与えた。本発表では推測手法の詳細には立ち入らず、

これら相異なる構造ネストモデルの関係性を整理し、近年の g-推定法の研究動向を紹介する。 
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